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Japan Society of Vocational Rehabilitation 

学会員の皆様、日頃より多大なるご支援を

賜り、心より感謝申し上げます。去る 2 月 7

日（土）、オンラインにて開催いたしました「プ

レ大会」には、全国から 53名の皆様にご参加

いただきました。 

 

■ プレ大会のご報告：プロフェッショナル

を問い直す 

前半のシンポジウムでは、「職業リハビリ

テーションのプロフェッショナルとは」をテ

ーマに、3名の登壇者（研究者の藤川真由氏、

実践者の井上量氏、当事者の瀬戸麻貴氏）を

お迎えしました。「プロフェッショナル」とい

う奥深いテーマに対し、それぞれの歩みから

得られた示唆に富むお話をいただき、後半の

ブレイクアウトルームでの意見交換も非常に

活発なものとなりました。 

【お知らせ】 

前半のシンポジウムの様子は、後日、学会

ホームページにて公開予定です。当日ご参加

いただけなかった方も、ぜひご視聴ください。 

 

■ 第 53 回大会（埼玉大会）のご案内 

9 月、聖学院大学にて本大会を開催いたし

ます。 

⚫ 日程： 9月 18日（金）・19日（土） 

⚫ 会場： 聖学院大学（埼玉県上尾市） 

⚫ テーマ： 「プロフェッショナルとは何 

か？今こそ向き合う、職リハ支援の本質」 

 

本大会は、八重田淳大会長（筑波大学）の

専門領域に深く根ざしたテーマを掲げていま

す。研究者、実践者、そして当事者の皆様が対

等に集う場である本大会の主役は、参加者の

皆様お一人おひとりです。「もっといい支援を

してみたい！」という思いが動きだす場、日々

の悩みのヒントを探す場、志を共にする仲間

と出会う場。埼玉大会がそうした場になるこ

とを願い、対話を通じて明日への活力を分か

ち合える充実した二日間となりますよう、実

行委員一同、心を込めて準備を進めておりま

す。 

 

 

■ 注目プログラムのご紹介 

⚫ 世界最先端の知見（9/18 13:30～） 

米国より「自己決定支援」の第一人者、キ

ャリー・A・ショグレン教授（カンザス大学）

をお招きし、大会長講演・基調講演を開催し

ます。 

⚫ 政策委員会主催シンポジウム（9/19 

10:40～） 

「障害者の就労支援の『質』を担保する：障

害者就労支援士の活用を視野にいれて」をテ

ーマに、小川浩教授（大妻女子大学）や厚生

労働省の方などにご登壇いただきます。 

• 大会企画シンポジウム（9/19 13:30～） 

「生成 AI×職業リハビリテーションの最

前線」という、今もっとも注目されるテーマ

に切り込みます。ご登壇者として、榎本大貴

氏（株式会社 LITALICO）、藤井亮輔氏（パー

ソルダイバース株式会社）、奥脇学氏（有限

会社奥進システム）をお迎えします。 

• 心ほどけるひとときを 

開会式では、聖学院大学ならではのおもて

なしとして、パイプオルガンのミニコンサー

トを企画しました。多彩な音色に包まれる特

別な時間をお楽しみください。 

 

■ お申し込み・演題募集 

4月 1日より、いよいよ各種申し込みがス

タートいたします。 

項目 受付期間 

演題申込 4月 1日（水）～ 6月 5日（金） 

参加申込 4月 1日（水）～ 8月 14日（金） 

 

【公式ホームページ】 

https://www.k-gakkai.jp/shokuriha53 

 

初秋の埼玉、聖学院大学で皆様とお会いで

きることを、実行委員一同、心より楽しみに

お待ちしております。 

 

（実行委員長 石原まほろ） 
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